　 平成２６年１０月９日

 大阪府製本工業組合

（２６年１０月期） 　理 事 会 議 事 録（案）
１．招集年月日　　平成２６年９月２６日（金）

１．開催日時　　平成２６年１０月８日（水）午後６時４０分～８時００分
１．開催場所　　大阪製本会館
１．理事・監事の数及び出席理事・監事の数並びにその出席方法

理事数　２３人　　出席理事数　２３人（本人出席１８人、書面出席５人）
１．出席理事等の氏名　　
（本人出席）
澤田政紀、岡本城夫、富塚宗寛、寺川務、松尾秀樹、平田龍己、田中尚寛、大塚保男、金田英幸

管東稔浩、木下和美、齋藤晴治、橋野昌幸、坂東光次、平井一彦、松本正一、山口仁史、横井邦章
（書面出席）
小野木基博、菊地雄一郎、中谷康宏、三木信二、南幸次
（オブザーバー）　
１．議長の氏名　　澤田　政紀
１．議事の経過の要領及び議案別議決の結果

定款の規定により理事長、澤田政紀が議長に就任し、理事会の開会を宣言。
澤田理事長から次のとおり挨拶があった。

「９月１７日（水）“９月印刷の月”の記念式典に参加致しました。

東京のホテルニューオータニで開催され８００社が参加盛大に開催されました。

講演は関西大学の教授、白石真澄さんで「元気が出る経営、女性と高齢者の雇用促進」との事でアベノミクスを踏襲した講演でありました。

表彰もありましたが馴染みのところでは印刷功労賞に岩﨑達夫さん（愛知工組・理事長）、印刷振興賞に大谷博さん（岡山工組・理事長）が受賞されました。

大野会長も見えていました。

東京でもカレンダー製本の企業は景気が良いとの事を言われておりました。

ノーベル賞を一度に３名の方が受賞されましたが感動しました。

“好きな事をしていたら失敗しても楽しい”と言われていた方がおられましたが、私もこれからは好きな事をしていきたいと思います。」
寺川専務理事から本日の書面出席は５名との報告があった。
第１号議案
書籍・雑誌専門委員会の開催状況について
寺川書籍製本委員会委員長（副理事長兼専務理事）から、
「９月２０日（土）京都で開催され大阪から賛助、報道、事務局を含めて総数２０名が参加致しました。参加を頂いた方々に感想をお聞きしたいと思います。」

との発言があり、

各理事から、

・発言しなかったので（発言する機会が無かったので）ストレスが溜まった。

・我々のグループは主旨と違った話に終始した。

　お客様クレームの話しとか、手を動かしているのだから見本を作成しても対価をもらおう、取るべきではないかとの話で盛り上がった。

・我々は悲観的な話ばかりであったが岡山と愛知の方は２世会のメンバーで我々より意欲的であった。

・松尾常務理事の独壇場で紙の話しであったが、東京の方は機械を改造して他所のできない仕事をされている。今は他所の出来ない事をするべきかもしれない。
石川では全ての仕事が東京にもっていかれているとの事である。

・金子委員長が纏めで言われていたが同じ事を二世会でも実施したが、若手は未来型思考であり社長は現行維持型との事を言われていたがその違いが面白いと感じた。

・書籍委員会に初めて参加したがこんな内容でしているのだとの事で感心をした。

・手帳の場合少数なので雰囲気は違った。

懇親会での着席方式が勿体なかったのではないか。立食にした方が挨拶もしやすく良かったのでは
と思い残念だった。

東京の参加者は“良く学び、良く働き、遊んでいる”ヤンチャさんばかりだが、これらの人の話は大変面白いので聞ければよかったと思う。

若手は技術深堀型がほとんどだがヤンチャグループは残念だと言っていた。

何故か技術深堀型は当然普段からしている事だからとの事！
ヤンチャグループは現状を大きく変えたいと目論んでいた。
・やろうとしていることは良い事だが、行くまでに何も言わないで突然云われても書ける物でない。

これらから当日は進行が出来ていなかったのではないか。

会議全体としてもう少しやり方があったのではと思う。

・何の前触れの無しにいきなり書けと言われても。余り盛り上がりは無かったのでは。

下準備がもう少しあればと思う。

寺川専務理事から、

「今までのやり方とはチョッと違っていました。大阪から沢山参加したからかも判りません。

限られた時間なので事前に纏める方が良かったのでは。本来大阪は３～４名程度の参加だが今回は２０名が参加したが何故大勢が参加しているかとの“振り”がなかったのは残念だ。　次回の開催に向け提案をしておきたい。」

との発言があった。

第２号議案

安全技術講習会の開催について
平田安全技術委員会委員長（常務理事）から第４１回安全機械技術講習会の実施について説明。
「日時は１０月１７日（金）午後６時００分から、ホリゾンラインアップシステム展（１０月１６日（木）から１８日(土）の開催に併せ㈱ホリゾン西コンサル社様のご協力により講習会を開催致します。

講習会では、代表的な電気部品の役割と機能とトラブル等の内容で実施することとしております。

場所はマイドームおおさか、１階展示会場で実施致します。

現在の参加状況は約２０名弱となっております。

未だ枠数は行けますので多くの方のご参加方よろしくお願いいたします。

今回の講習会では、

機械がスイッチを入れても動かない⇒社長に動かないと報告⇒何で機械が動かないのか⇒電気の基本部分を勉強することにより⇒メーカーに適切に故障部分が伝えられる
これにより⇒メーカーはどの様な部品を持っていけば良いのか判断が出来る（ロスの削減）
との講習会を実施いたします。

各理事から、
・予備知識を得て自己診断が出来れば出張料も当然安くなる。

・部外者の参加は、例えば当日展示会にこられていた知り合いの方の参加は。

　（特に参加されても支障はない）

等々の発言があった。
第３号議案

製本と紙工（第１４１号・新年号）編集企画案について

山口総務広報委員会委員長（理事）から資料に基づき提案。
「巻頭言は今回理事に選出されました㈱トモエ紙工の菊地理事にお願いをしております。　

趣味とか人生を変えたひと言とか自分の思ったことを書いて頂いたらと思っております。

お正月ですので年頭挨拶がございます。

松井大阪府知事、大野全製江連会長、吉田大印工理事長と大阪工組の澤田理事長にお願いをする予定としております。

特集記事でございますが、取引の全般の状況、例えば失敗して弁償金の問題とか単価、内製化の状況とか、我々業界は今苦境に立っております。

それらの実態について座談会方式での状況報告、怒りなどの記事を掲載したいと思います。　

座談会メンバーは現時点未定ですのでご協力方お願いします。
次の会合で決定をします。
組合員訪問は今回も若手の社長の経営術とのことで田中手帳㈱様と平井製本㈱様を訪問することとし
ており了承をいただいております。

訪問時期など調整いたしますのでよろしくお願いいたします。

その他、組合内の動きとして五団体、支部、部会、若葉、五十鈴会などの情報を従来通り掲載したいと思っております。

その他こんな物を掲載してはどうかとかご意見があればお願いいたします。」
以上了承となった。
第４号議案

平成２６年度懇親バスツアーの参加状況について

山口総務広報委員会委員長（理事）から参加状について報告。

「２年に一度の懇親バスツアーの参加状況でございますが現在４０名であります。

多くのご参加有難うございます。初めて参加される方もおられます。

楽しんで頂けたらと思います。

本来参加予定の２名の方が諸般の状況により取止めとなっており４０名の参加です。

マックス４５名が乗車できます。　　

台風が近づいておりますので、若干スケジュールが変わるかも知れませんのでよろしくお願いいたします。」

第５号議案
平成２７年「新年互礼会」の開催日時について
事務局から報告。
「開催日は平成２７年１月１０日（土）で２６年新年互礼会終了後、仮予約をしております。
場所はシティプラザ大阪、２階「燦（ＳＡＮ）」

時間は午後６時３０分から午後８時３０分まで２時間程度を予定しております。
会費は組合員、賛助会員共に１０，０００円（予定）としております。
会場は従来どおり立食方式とし入場時はウェルカムドリンク方式としております。
今後、検討して頂きたい事として、会費の金額、支部等からの補助の有無について等としております。」
理事から、

・支部からの補助について四役会で検討をされたのか。またするとすれば目安金額はどの程度か。
（四役会では補助の具体的な金額は未だ検討をしておりません。補助の目安については５，０００円程度と考えております。
　なお部会からの補助につきましては一部会制になった事もあり１名に対し幾らでは無く、定額で検討をして頂きたいと思っております。）
第６号議案

２０１４組合名簿広告掲載状況について

事務局から資料に基づき報告。

「現在２０１４組合員名簿の発行に向け校正作業をおこなっておりますが、広告掲載状況につきまして資料により説明を致します。

２０１２年版と２０１４年版（今回発行）の対比をしてございます。

１２年版が２７社で１２０万円ですが今回の２０１４年版につきましては、２４社1,025,000円となっております。

賛助会の皆様も不況で予想以上に厳しい広告掲載の状況となっております。

次回発行の２年後に向け財政健全化経営革新委員会において取組んで頂きたいと考えております。」

寺川副理事長兼専務理事から、

「機械の購入の折には是非、広告をお願いしたいとの声がけをお願いしたいと思います。」

更に、富塚副理事長から、

「委員会で検討しても良いのですが、主だった賛助会の皆様と組合の代表参加者との懇談する場を設けて意見交換会＋食事会を設定してはどうか。

広告掲載のお願いをしたとしても上司の意向でどうにもならない事もあり、一度掘り下げた意見交換の様な企画をしてみたいと思う。」
との発言があった。
第７号議案

賛助会の入会について

寺川専務理から次のとおり報告があり全会一致で了承となった。

・社名　株式会社　　五徳（代表取締役　上田　裕通）

・住所　〒578－0966　東大阪市三島２丁目８番２１号

・業務内用　紙卸、紙加工、化成品

第８号議案

その他

①委員会の活動状況について

◆組織活性化委員会（管東委員長（理事））

・１０月１日（水）に製本会館で委員会を開催。

１２月２３日（火・祝）に五支部合同の忘年会を開催する事に決定。

参加人員は４０名から５０名と想定。
開催場所は現在未定ですが何処か良いところがあればお教え願いたい。

・ものづくり・商業・サービス革新補助金の関係ですが、３社採択されました。

６回募集があって、今回は３３，２％と一番低い採択率であった。

これらから来年度もひょっとしたらあるかも知れない。

（来年あればノウハウについて教えて頂きたい。との発言があった。）
◆商業印刷製本委員会（木下委員長（理事）、山口副委員長（理事））

・来年６月１３日（土）に商印専門委員会（大阪大会）を開催する。（東京も了承済み）
書籍専門委員会余り面白く無かったので反面教師としてしつかりやっていきたいと思う。

・委員会の中で提案として、職長会議を実施したいと思っている。

主旨は商印の仲間意識の醸成と横の繋がりの強化を目指すこと。
社長と息子、社長と工場長等が集まって親しくなる事によって情報の共有とか他の会社の顔が見えるような場を設けたいと思っている。

１２月頃には開催したい。

（ペナルティー、クレームの話をしたい。来た請求をそのまま払っている状況。

　弁償する金額の明細だけは貰う様な事もしなければならない。）

最後に岡本副理事長から

「ものづくり・商業・サービス革新補助金について私も申請しました。
他の２人の方は通るだろうと思いましたが、私も銭が欲しいから頑張って申請しました。

総会にお越しになった近畿経済産局の女性にアドバイスを受け５～６か所修正し資料を作成しましたが資料の厚さは１ｃｍ位ありました。
アドバイスとして情に訴えても駄目で数字を入れなさいとアドバイスされました。

取引銀行にもお礼の電話を入れたがその銀行で２件だけが採択されたそうで支店長にも大変喜んで頂いた。

近畿経済産局の女性にも大変お世話になりましたが役所もやる時はやってくれるんだと感じた次第です。　また機会があればこの様な方々を招いて頂きたいと思います。本日は長時間ご苦労様でした。」
以上で理事会を終了した。
以　　　上
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